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2027年４月期 第１四半期業績01
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業績ハイライト

７４億円

前年同期比

＋30.2％

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

５.６億円 ５.７億円 ３.６億円

前年同期比 前年同期比

＋140.0％

前年同期比

＋148.3％＋134.4％

2027年４月期 第１四半期業績01
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2027年４月期 第１四半期業績01
2027年４月期 第１四半期業績

2026年4月期
(第1四半期)

2027年4月期
（第1四半期）

前年同期比

売上高 5,692 7,412 +30.2%

売上総利益 1,055 1,467

(利益率) 18.5% 19.8%

販管費 815 904 +10.9%

営業利益 239 562

(利益率) 4.2% 7.6%

経常利益 240 578

（利益率） 4.2% 7.8%

四半期当期純利益 149 369 +148.3%

非支配株主に帰属する純利益 5 36

親会社株主に帰属する純利益 143 333 +132.4%

実績

+134.4%

+140.0%

+39.0%

（百万円）

● フロンティアインターナショナル、フロンティアダイレクト、イリアルのオーガニック3社が堅調に推移したことに加え、グループ会社間の連携も進ん

でグループ各社も順調に推移したことから、売上高は前年同期比30.2％増と好調に推移

● 資材高騰による物価高を吸収して売上総利益率が伸長、販管費も前年同期比10.9％増にコントロールしたことで営業利益は前年同期比134.4％

増と大幅に躍進
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７４.１億円

前年同期比

＋３０.２％

2027年４月期 第１四半期業績01

（百万円）

四半期別売上高推移

通期：29,948

当第１四半期売上高

通期：20,335通期：16,944

3,135 

5,166 

3,965 

4,678 

3,949 

4,701 
5,126 

6,558 

5,692 

8,780 
8,460 

7,014 
7,412 

2024/4
1Q

2024/4
2Q

2024/4
3Q

2024/4
4Q

2025/4
1Q

2025/4
2Q

2025/4
3Q

2025/4
4Q

2026/4
1Q

2026/4
2Q

2026/4
3Q

2026/4
4Q

2027/4
1Q

＋３０.２％

● 当第１四半期の売上は74.1億円となり、直近３期は右肩上がりの高い成長を実現

● グループ拡大によりソリューションが拡充されたことで、スタートダッシュに成功して順調な滑り出し
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５.６億円

+１３４.４％

当第１四半期営業利益

2027年４月期 第１四半期業績01

（百万円）

四半期別営業利益推移

通期：1,210 通期：1,277 通期：2,100

前年同期比

134 

698 

297 

81 85 

331 
366 

495 

239 

884 

797 

180 

562 

2024/4
1Q

2024/4
2Q

2024/4
3Q

2024/4
4Q

2025/4
1Q

2025/4
2Q

2025/4
3Q

2025/4
4Q

2026/4
1Q

2026/4
2Q

2026/4
3Q

2026/4
4Q

2027/4
1Q

＋134.4％

● 当第１四半期における営業利益は5.6億円となり前年同期比134.4％増と大きく増益を達成

● 売上高と同様に、これまで年間を通じて利幅の薄い傾向にあった第1四半期の採算性が改善
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業種別売上構成比

2027年４月期 第１四半期業績01

● 「ヘルスケア・日用品」では、継続案件の大型化などが寄与し、前年同期比で売上構成比が増加

● 「エンターテインメント・IP」は、著名IPのポップアップストア運営の継続案件に加えて、ファンイベントの受注などにより大きく伸長

ヘルスケア・日用品

17.0%

エンターテインメント・IP

12.1%

IT･金融･インフラ

20.2%

小売・家電

6.9%

ライフスタイル・嗜好品

19.0%

官公庁・公共団体

14.5%

その他

10.2%

2026年4月期1Q

売上高
5,692
百万円

ヘルスケア・日用品

18.7%

エンターテインメント・IP

17.0%

IT･金融･インフラ

16.9%

小売・家電

16.2%

ライフスタイル・嗜好品

15.4%

官公庁・公共団体

6.4%

その他

9.3%

2027年4月期1Q

売上高
7,412
百万円

各カテゴリの内訳

その他官公庁・公共団体ライフスタイル・嗜好品小売・家電IT・金融・インフラエンターテインメント・IPヘルスケア・日用品カテゴリ名

その他
官公庁・団体
その他団体

嗜好品・化粧品
スポーツ・ファッション
自動車・関連品

小売・家電
情報・通信
金融・保険
不動産・住宅設備

ゲーム・IP
食品
薬品・医療品

案件区分
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2027年４月期 第１四半期業績01
案件規模別分析

（百万円）

24.25% 21.74% 17.11%

34.46%

42.29% 30.14%

30.94%

23.04%

34.38%

10.36%

12.93%

18.37%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2025年4月期1Q 2026年4月期1Q 2027年4月期1Q

0.3百万-5百万 5百万-30百万 30百万－100百万 100百万～

30百万超の案件が
占める合計割合
52.75％

● 1億円超の案件で全体売上高の18.37％を占有、30百万円超の案件を加えると連結売上高の52.75％を占め、大型案件の拡大が当社グループの

業績を後押し

● 将来の大型案件創出を見据えた中・小型案件に関しても、金額ベースでは前年同期水準を確保
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受注先別売上構成比

2027年４月期 第１四半期業績01

（百万円）

37.0%
37.9% 29.9%

20.2%

18.3%
17.3%

42.8%

43.8%

52.8%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2025年4月期１Q 2026年4月期1Q 2027年4月期1Q

大型広告会社 中堅外資その他 直クライアント

● 直クライアント比率は前年同期よりさらに伸長し、52.8％にまで到達

● 当社の事業基盤を構成する大手広告代理店との取引に関しても、金額ベースでは前年同期水準を確保
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● 当第1四半期の営業利益は、採用強化に伴う人件費の増加等があったものの、売上高の増加に加え売上総利益率の改善が大きく寄与した結

果、前年同期比134.4％増の5億62百万円となり、大幅な増益を達成

営業利益の増減分析

売
上
高
の
増
加

2026年
４月期1Q

売
上
総
利
益
率
の
改
善

採
用
強
化
に
伴
う
人
件
費
の
増
加

の
れ
ん
償
却
費

そ
の
他

2027年
４月期1Q

239

72 △84

5 562340

（単位：百万円）

2027年４月期 第１四半期業績01

△10
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● 当第１四半期は仕入債務の決済や、季節的要因、納税などの一時的な支払により、現預金及び負債が減少

● 自己資本比率は1.3ポイント上昇し、59.8％となった

2027年４月期 第１四半期業績01
連結貸借対照表

増減
2027年４月期

（第1四半期末）2026年４月期（百万円）

△1,13612,23213,369流動資産

△1,8217,3479,169現預金

2813,6353,354固定資産

△5895,7906,379負債

△26510,07810,344純資産

1.2%59.8％58.6％自己資本比率

△85515,86816,723総資産
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 当社グループの非連続な成長を牽引すべく、更なるM&AやCVC投資を積極的に推進

 CVC投資先である60％社のExitを実現

当社グループの戦略的投資の進捗状況（1/2）（外部資本投資）

2027年４月期 第１四半期業績01

10.1

2021年

4月期

6.0

2024年

4月期

10.2

2025年

4月期

13.3

2026年

4月期

15,721 16,944 20,335
29,948 30,100

2021年
4月期

2025年
4月期

2026年
4月期

2024年
4月期

売上高(百万円) ROE(%)

2022～2023年
4月期

+20.0％

コロナ期間につき
財務数値省略

2022～2023年
4月期

コロナ期間につき
財務数値省略

2027年
4月期(予想)

+47.3％ +0.5％

NPU㈱を子会社化

㈱ヴァンクラフトを子会社化

㈱ガイアコミュニケーションズを子会社化

㈱マックスプロデュースを子会社化

㈱シネブリッジを子会社化

㈱Ktpartnersを関連会社化

㈱シックスティーパーセントへ投資

YADOKARI㈱へ投資

㈱GROWTH VERSEへ投資

フォッグ㈱へ投資

2023年４月期以前

2024年４月期

2025年４月期

Z世代・若年層向けアジア
ファッションＥＣ企業への
投資

トレーラーハウスを活用す
る販売プロデュース企業
への投資

マーケティングAI企業へ
の投資

エンターテイメント業界向け
オンラインくじ企業への投資

WEB広告の製作・運用を得意
とする総合セールスプロモー
ション企業がグループ参画

インシアタープロモーション企
業がグループ参画

大規模な社員表彰式・社員総会など
のイベント製作に強みを持つ企業が
グループ参画

デジタルをマーケティング支援を
強みとする企業がグループ参画

マーケティングの上流から下流
まで幅広い支援に実績がある
企業がグループ参画

ハイブランド業界に広い顧
客基盤とイベント実績を有
する企業がグループ参画

2026年４月期

投資先

Ｍ＆Ａ ＣＶＣ

2027年４月期 ㈱シックスティーパーセントの
持分を処分

●子会社化◆関連会社化■CVC投資



当社グループの戦略的投資の進捗状況（2/2）（人的資本投資）

2027年４月期 第１四半期業績

人的資本の「量的拡大」
＜人材採用基盤の構築によって労働集約型ビジネスの継続的成長を実現＞

 組織と機能の拡大に対応するため、マネジメント人材や高度専門
人材の採用手法の多様化やネットワーク化を推進

 グループ各社での人事評価／報酬制度の継続的な改善検討
 理念浸透を始めとする文化醸成の継続実施

常時50名超の新卒採用を始めとする組織拡大の実現

マネジメント人材／高度専門人材の獲得

人的資本の「質的向上」
＜スキル×感性×テクノロジーでヒトが本来持つ力を引き出す＞

スキル開発に加えて能力開発が難しい感性強化への不断の挑戦

 新卒入社者を対象に、約3ヶ月間をかけてビジネスプロフェッショ
ナル養成を意図した研修を実施

 感性を磨き多角的な思考力を
養うことを目的に、東京国立近
代美術館にて「対話型鑑賞プロ
グラム」を実施

ハードとソフトを組み合わせたエンゲージメント施策

 人的資本の「量的拡大」と「質的向上」を目的とした積極的な投資により、より広範に創造性と実現力を発揮することで価値提供を行い、
継続的な事業成長を実現

【グループ従業員数と新卒採用数の計画と推移】

34期 35期 36期 37期（計画）

従業員数 新卒採用数

595
484

432

340

60

35

47

31
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2027年4月期通期業績予想02
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2027年4月期通期業績見通し

2027年4月期通期業績予想02

● 2027年4月期の通期業績見通しについて、業績は予定通り順調に推移しており、当初の計画を維持

2027年4月期
連結業績予想

2026年4月期
連結業績

増減率増減額

0.5%15230,10029,948売上高

0.5%102,1102,100営業利益

0.1%22,1102,108経常利益

7.2%881,3001,245当期純利益

（百万円）
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配当予想

29.5 

19.5 

12.0 

45.0 

29.0 

19.5 

49.5 

70.0
73.0 

30.1%

20.7% 20.6%

19.2% 20.1%

35.5%

50.3%
50.4% 50.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

2019年4月期 2020年4月期 2021年4月期 2022年4月期 2023年4月期 2024年4月期 2025年4月期 2026年4月期 2027年4月期

予想

■ 配当金 配当性向
（円）

 2027年４月期の配当は、１株あたり73円と過去最高となる当初の計画を維持

 業績連動型の柔軟な還元を実施。連結配当性向50.0％程度を基準に設定（大型M&A実施時を除く）

 配当の安定性を高め、利益還元の機会を充実させるため、中間配当の実施など株主還元の多様性を引き続き検討

※2026年２月１日を効力発生日とした株式分割を考慮しています

2027年4月期通期業績予想02



2024 ©
 F

R
O

N
T

IE
R

 IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L IN
C

.

18

受注・引合残高

● 受注：金額、実施時期が決定している案件

● High：金額・実施時期に不確定要素のある案件(80%以上の確度)

● Mid：企画・提案案件のうち、受注する確度の高い案件(50%以上の確度)

● Low：企画・提案中の案件

● 受注・引合残高が110億円を突破し、当期の業績を下支えする確実性の高い案件を着実に確保

● Lowの合計についても、顧客需要が非常に旺盛であることを示すとともに、次期以降の更なる業績成長へに向けたパイプラインを形成

※オーガニック3社（㈱フロンティアインターナショナル、㈱フロンティアダイレクト、㈱イリアル）

2027年４月期１Q2026年４月期１Q

売上高
差異(2026/7/31現在)(2025/7/31現在)

30511,03610,731
受注・引合残高
(受注＋High＋Midの合計)

2,3775,0182,641Lowの合計

2027年4月期通期業績予想02

※１会計期間にて集計しております

（百万円）



2024 ©
 F

R
O

N
T

IE
R

 IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L IN
C

.

19

APPENDIX03
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東京都渋谷区渋谷3-3-5 NBF 渋谷イースト

株式会社フロンティアインターナショナル会社名会社名

所在地所在地

事業内容事業内容

代表取締役代表取締役 河村康宏

エクスペリエンスソリューション事業
ヒューマンソリューション事業
デジタル・テクノロジーソリューション事業

設立設立 1990年６月

資本金資本金 429,766千円（資本準備金含む）

主要拠点主要拠点 札幌、仙台、千葉、名古屋、大阪、広島、小倉、福岡

正社員数正社員数 484名（2026年４月時点）

グループ会社グループ会社 株式会社フロンティアダイレクト
株式会社イリアル
株式会社ガイアコミュニケーションズ
株式会社シネブリッジ
株式会社マックスプロデュース
NPU株式会社
他、非連結子会社４社

会社概要

▍ エニタイムフィットネスカンファレンス

▍ ダリヤ：第26回ドラッグストアショー ▍ CHINTAI 50周年 Popup展

▍ midori fes. 2026 

▍ MAGARIGAWA 夏祭り ▍ SAMURAIBLUE 3Dエクスペリエンス



お問い合わせ先 info@frontier-i.co.jp

• 本資料は、情報提供のみを目的として作成しています。有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。

• 本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、本資料の日付時点の情報に基づいて作成されています。将来予想に関する記述には、既知及び未知のリ

スクや

不確実性が含まれており、その結果、将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や結果の予想とは大きく異なる可能性があります。

• これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び国際的な経済状況の変化や、当社グループが事業展開する業界の動向等が含まれますが、これらに限定されるものではあり

ません。

• また、当社グループ以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、当社はそのような一般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません

。

● 本資料に関する注意事項


